
 

 

   2021 年 9月 4 日 

伊豆スカイライン別荘地オーナーの会共同代表 

(アイウエオ順) 大髙 野平 堀越 三浦 渡邉(清)   

私たちの生活と環境が危ない！ 
    
 

伊豆スカイラインⅭ.Ⅽ.発電所の設置を計画する㈱ブルーキャピタルマネジメント（以下「ＢＣ
Ｍ」）は、6月 26日の説明で、事業計画を大幅に見直し、「新たに約 9ha の伐根・造成工事を予定す
る、発生する３万８千㎥の土砂は区域内に盛土する」等、県に提出した第２種事業届書の内容の大幅な
変更を行いながら「詳細は行政と協議しないと回答はできない」と無責任な対応に終始し、一方では、
私たちに環境アセス手続き前に説明会を開くことを反故にし、８月 25 日から環境アセス方法書の手続
きを始めました。 
環境アセス方法書(ＢⅭⅯのホームページ掲載)では、私たちの生活、環境に影響することが掲載さ

れ、このまま環境アセスの手続きが進むと、重大な問題が発生することは必須です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報 No.05 

 

 



 

 

<事業者の説明経緯概要> 
項 

目 
事業届出・当初説明
(昨年 8月説明)  

本年 6 月 26 日説明   環境アセス方法書 
  (本年 8 月 25 日) 

造成
工事 

伐根・造成等はせず
現状の地形を最大限
利用する。 

事業地内の立木は 1割のみ残
置、その他の立木を伐採・伐
根し約 9ha の造成工事を行う 

①事業区域面積約５ha 増やし、 
２割残置としたが、伐採規模
は明示せず、不明。 

②調整池工事で発生する土量は 
明示せず、不明。 

③パネル、管理道路、パワーコ 
ン設置用地は 25.77ha と掲載
されているが、10 万枚のパネ
ル、15 基の配置場所は明示せ
ず、不明。 

④伐採工事、管理道路、調整池
工事で発生する土砂不明で調
整池規模は大丈夫か! 

残土
処理 

地盤の改変工事を実
施しないので土砂の
搬入、搬出はない。 

調整池工事で発生する 3.8 万
㎥(熱海の盛土問題に匹敵?)の
残土は事業地区内に埋め戻
す。 

調整
池 

パネル設置による雨
水排水の流出が早ま
ること等を考慮し、
３つの調整池を設
置。 

３つの調整池の規模は、合計
で 2.24ha。3.8 万㎥の残土を
盛土。(管理用道路の築造に伴
い発生する残土?、事業区域拡
大による影響を想定した調整
池か不明。) 

事業
規模 

▪面積 31.5ha(伊豆ス 
カイラインⅭ.Ⅽの 
アウトコース) 
▪発電出力 40ＭＷ 
▪パネル 10 万枚 

▪市の土地利用指導要綱に基づ 
き事業区域面積の設備用地 
75%以内とする為区域拡大を 
検討。 

▪発電出力 40ＭＷは確保。 
▪パネル 10 万枚 

▪区域面積をアウトコース南東部
調整池Ⅽに接する土地を編入。
(伊東鎌田、変電所用地含め、
36.86ha。) 
▪パネル約 10 万枚 

工事
用車
両の
搬出
入 

▪スカイラインを工 
事車両の主要な走 
行ルートとする。 

▪城に通ずる市道は 
作業員通勤に限定。 

▪大型工事車両はスカイライン 
ンから、搬出入。 

▪小型車両及び連絡者、乗用 
車は、県道 12 号から城川沿
いの道路を通行することも
ある。 

▪工事関係車両の主要な走行ルー
ト。 
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